
資料１-１ 

第２次天草市行政経営改革大綱アクションプランロジックモデル 

 

■ロジックモデルとは 

・現状を改善する際に取り組む個々の事業や活動が目的の達成、及びビジョンの

実現につながることを論理的に整理、確認するもの。 

・課題解決の“設計図” 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

■第 2次天草市行政経営改革大綱アクションプランロジックモデル 

第 2 次天草市行政経営改革大綱アクションプランでは、第 3 次天草市総合計

画の前期基本計画に掲げる政策 37～40 までの①課題を明確にし、課題を改善す

るための取り組みを実施すること（②実施内容（インプット・アウトプット））

により、課題の改善につながり（③直接アウトカム）、課題が改善されることで

政策の実現につながる（④中間・最終アウトカム）ロジックモデルを設定します。 

 また、各項目に指標を設定し、毎年度評価、見直しを行います。 

 指標が設定できないものについては、結果の分析を行い、見直しを行います。 
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